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1 川上ダム建設事業の位置図

前深瀬川

流域面積：約56.2㎞２

幹川流路延長：約15.5㎞

川上ダム

集水面積：約54.7㎞２

国土地理院発行１／２００，０００地勢図（名古屋）に加筆
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2 川上ダム建設事業の経緯
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昭和42年 4月 予備調査を開始（建設省）

昭和56年 4月 実施計画調査を開始

昭和57年 8月 淀川水系水資源開発基本計画の全部変更により川上ダムが追加

平成 4年 9月 事業実施方針の指示

平成 5年 1月 事業実施計画の認可

平成10年 3月 付替県道工事に着手

平成11年 6月 事業実施方針（第１変更）の指示

平成11年10月 事業実施計画（第１変更）の認可

平成19年 8月 淀川水系河川整備基本方針策定

平成21年 3月 淀川水系河川整備計画策定

平成21年 4月 淀川水系水資源開発基本計画の全部変更により事業目的の変更（既設ダムの堆砂除去のための代替

補給の追加、新規利水容量の減量及び予定工期の変更)

平成23年 2月 事業実施計画（第2回変更）の認可

総事業費：850億円 → 1180億円、事業工期：平成16年度まで → 平成27年度までの予定

平成27年 3月 事業実施計画（第３回変更）の認可

事業工期：平成27年度までの予定 → 平成34年度までの予定、ダム諸元の一部変更

平成29年 9月 川上ダム本体工事を契約

平成29年11月 付替県道青山美杉線全線供用開始

平成30年 9月 川上ダム本体基礎掘削 着手

平成31年 3月 川上ダム本体基礎掘削 完了

令和元年 9月 川上ダム本体コンクリート打設 開始

令和 3年 4月 川上ダム本体コンクリート打設 完了

令和 3年12月 試験湛水開始
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堤高
８４ｍ

洪水時最高水位：ＥＬ．２７６．９ｍ

堤頂：ＥＬ．２８２．０ｍ

洪水調節容量
１４，４００千ｍ３

平常時最高貯水位：ＥＬ．２６２．０ｍ

洪水貯留準備水位：ＥＬ．２６０．７ｍ

洪水期利水容量
１４，８００千ｍ３

流水の正常な機能の維持
１１，３００千ｍ３

流水の正常な機能の維持
３，０００千ｍ

３

既設ダムの堆砂除去
のための代替補給

８，３００千ｍ
３

水道用水
３，５００千ｍ３

最低水位：ＥＬ．２２７．３ｍ
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非洪水期利水容量
１５，７００千ｍ３

流水の正常な機能の維持
１３，４００千ｍ３

流水の正常な機能の維持
５，１００千ｍ

３

既設ダムの堆砂除去
のための代替補給

８，３００千ｍ
３

水道用水
２，３００千ｍ３

堆砂容量
１，８００千ｍ３

基礎地盤：ＥＬ．１９８．０ｍ

現計画
：川上ダム建設事業に関する事業実施計画 第3回変更（H27.3.31認可）

○場所 ： 淀川水系前深瀬川
左岸 三重県伊賀市青山羽根地先
右岸 三重県伊賀市阿保地先

○目的 ： 洪水調節
流水の正常な機能の維持
（既設ダムの堆砂除去のための

代替補給を含む）
水道用水の確保（三重県伊賀市）

○ 総事業費： 約1,180億円

○工期 ： 昭和56年度から令和4年度まで

○堤体諸元等：
型式 重力式コンクリートダム
堤高 84m   （堤頂標高 EL.282.0m）
堤頂長 334m
集水面積 54.7km2

湛水面積 1.04km2

総貯水容量 31,000,000m3

洪水時最高水位 EL.276.9m
平常時最高貯水位 EL.262.0m 

川上ダム貯水池容量配分図

川上ダム建設事業実施計画

3

非出水期(10/16～6/15)出水期(6/16～10/15)
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事業進捗状況（令和4年3月末時点）

※用地取得は、水没用地を計上。
：施工中

100％ （115ha）
用地取得※

（115ha）

水没家屋移転
（40戸）

付替県道

（8.8㎞）

100%（40戸）

100%（8.8km）

調査・地元説明

↑実施計画調査開始（S56）

↑一般補償基準妥結（ダムサイト上流）（H8）
↑一般補償基準妥結（ダムサイト下流）（H9）

↑青山町（現伊賀市）と公共補償協定締結（H12）

↑建設開始（H2）

事業の経過
↑付替県道工事着手（H10）

↑付替県道松阪青山線全線供用開始（H20）

↑付替県道青山美杉線一部供用開始（H22）

進

捗

状

況

↑三重県要綱に基づく環境影響評価の実施（H4）

↑自然環境保全委員会設置（H12）

↑オオサンショウウオ調査保全検討委員会設立（H8）

用地取得 生活再建工事 転流工 本 体 工 事

↑付替県道青山美杉線全線供用開始（H29）

本体及び

関連工事
転流工

基礎処理工
100％（15千ｍ）

コンクリート打設
100％（473千m3）

試 験 湛 水

：完了

仮排水路トンネル

↑仮排水路トンネル転流（H30）

↑本体基礎掘削開始（H30）

基礎掘削
100％（169千m3）

↑本体基礎掘削完了（H31）

↑コンクリート打設完了（R3）

↑モニタリング部会設立(R2）

↑コンクリート打設開始（R1）

↑試験湛水開始（R3）
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川上ダム建設事業工程

※付替道路は平成29年11月に全線供用開始 ※令和元年 9月 ダム堤体打設開始
※平成30年4月 転流開始 ※令和 3年 4月 ダム堤体打設完了
※平成31年3月 基礎掘削完了 ※令和 3年12月 試験湛水開始
※令和元年7月 減勢工打設開始

項 目

付 替 道 路

工 事 用 道 路

転 流 工

基 礎 掘 削

仮 設 備

〔購 入骨 材運 搬〕

基 礎 処 理

堤 体 工 ・ 堤 頂 工

管 理 設 備

試 験 湛 水

令和４年度平成２８年度まで 平成２９年度 平成３０年度
平成３１年度

／令和元年度
令和２年度 令和３年度



8 令和４年度実施の工事
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凡 例

令和３年度迄

令和４年度

阿保地区

種生地区

伊賀市
青山支所

独立行政法人
水資源機構

川上ダム建設所

至 津
至 津

青山羽根地区

桐ケ丘団地

木

津

川
青山町駅

川上ダム流入水バイパス建設工事

前深瀬川上流域整備工事

川上ダム水質保全設備工事
川上ダム堤体建屋等新築工事

骨材運搬路補修工事

ダム下流落石対策他工事

川上ダム事務所解体工事

川上ダム本体建設工事
川上ダム取水放流設備工事
川上ダム常用洪水吐き設備工事
川上ダム管理用水力発電設備工事
川上ダム電源設備工事
川上ダム通信設備工事
川上ダムCCTV設備工事
川上ダム堤内エレベータ設備工事
川上ダム管理用制御処理設備工事
川上ダム堤体建屋等新築工事

貯水池周辺他維持管理工事

川上ダム本体建設工事（周辺整備工）



西之沢橋

付替県道松阪青山線
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前深瀬川
付替県道松阪青山線

猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 平成29年9月21日～令和5年3月31日
〔受 注 者〕 大林・佐藤・日本国土特定建設工事共同企業体
〔契約額（第十回変更）〕 20,084百万円（税込）
〔工事内容〕
・転 流 工 １式（仮締切工） ・ダム土工 １式（掘削量 約16万7千m3）
・堤 体 工 １式（コンクリート量 約45万5千m3)
・減 勢 工 １式（コンクリート量 約1万8千m3）
・基礎処理工 １式（グラウチング延長 約1万5千m)
・堤頂設備工 １式（管理橋梁架設他）
・閉 塞 工 １式（堤外仮排水路） ・周辺整備工 １式（ダム左右岸）
・仮 設 工 １式（施工設備(ｺﾝｸﾘｰﾄ練混設備、打設用ｸﾚｰﾝ設備、濁水処理設備他））

川上ダム本体建設工事（1/2）
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川上ダム本体建設工事（2/2）
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上流側上空から下流を望む
【令和3年6月14日】

上流側上空から下流を望む
【令和4年6月13日】

・令和４年度は、ダムサイト左右岸の周辺整備工事、直下流仮設ヤードの撤去を実施する。



前深瀬川

猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 平成30年7月31日～令和8年3月31日（保守含む）

〔受 注 者〕 西田鉄工株式会社
〔契約額（第三回変更）〕 1,865百万円（税込）
〔工事内容〕

・選択取水設備製作・据付 1式
・利水放流設備製作・据付 1式
・流入水バイパス放流設備製作・据付 1式
・点検（放流試験含む） 1式

※令和4年度は、点検（放流試験含む）を実施する。

制水ゲート
高圧スライドゲート

純径間2.34m×有効高2.34m

利水放流管

選択取水ゲート

直線多段式ローラゲート

純径間4.0m×有効高37.2m

選択取水設備側面図

主管主ゲート ジェットフローゲート φ1300

主管副ゲート 円形高圧スライドゲート φ1300

流入水バイパス主ゲート ジェットフローゲート φ300

流入水バイパス副ゲート 円形高圧スライドゲート φ300

流入水バイパス放流管

分岐管副ゲート 円形高圧スライドゲート φ400

分岐管主ゲート ジェットフローゲート φ400

利水放流管

利水放流設備・流入水バイパス放流設備平面図

川上ダム取水放流設備工事（1/2）
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保安ゲート

鋼製ローラゲート

純径間2.5m×有効高3.0m



川上ダム取水放流設備工事（2/2）
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令和3年10月8日

令和3年12月13日

取水塔全景

主管主ゲート・主管副ゲート設置状況

令和4年3月28日

選択取水設備ゲート設置状況（取水塔内）

選択取水設備ゲート巻上機据付状況

令和3年11月16日



前深瀬川

猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 平成30年12月11日～令和8年3月31日（保守含む）

〔受 注 者〕 豊国工業株式会社
〔契約額（第二回変更）〕 609百万円（税込）
〔工事内容〕

・主ゲート製作・据付 1式
・修理用ゲート製作・据付 1式
・点検（放流試験含む） 1式

主ゲート
高圧ラジアルゲート
純径間2.3m×有効高2.7m

修理用ゲート
高圧スライドゲート
純径間3.75m×有効高4.44m

川上ダム常用洪水吐き設備工事

※令和4年度は、点検（放流試験含む）を実施する。
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令和3年11月5日

修理用ゲート設置状況 修理用ゲート巻上機据付状況

令和3年11月16日



〔工 期〕 令和元年6月18日～令和5年3月10日
〔受 注 者〕 富士古河E&C株式会社
〔契 約 額（第二回変更） 〕 1,116百万円（税込）
〔工事内容〕

・管理用水力発電設備（水車２台、発電機１台）

※令和4年度は、有水試験を行う。
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川上ダム管理用水力発電設備工事

平面図

水車・発電機据付状況

利水放流管

流入水バイパス放流管
令和4年3月2日

位置図

前深瀬川

川上ダム

川上川

施工箇所

発電機

水車

水車



〔工 期〕 令和2年1月7日～令和5年2月27日
〔受 注 者〕 株式会社大林組
〔契約額（第四回変更）〕 1,857百万円（税込）

川上ダム流入水バイパス建設工事

〔工事内容〕
ダム完成後の下流河川の生物生息環境への影響

軽減のため流入水バイパスを整備する。
・パイパス管 （バイパス管敷設 １式）
・取水堰 （堰体本体工 １式、付帯設備 １式）
・護岸工 （護岸工 １式） ・落石対策工 １式

※令和4年度は取水堰、落石対策の施工等を行う。

平面図

川上ダム

取水堰

川上川

前深瀬川
施工範囲：バイパス管整備はダム本体まで
※堤体内から発電建屋内までは別途施工 13

取水堰

取水堰付近状況
令和4年6月13日

落石対策工

取水堰施工状況

令和4年7月11日

取水堰

付替県道松阪青山線
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川上ダム電源設備工事

受変電設備設置状況 予備発電設備設置状況

〔工 期〕 令和2年7月8日～令和4年12月28日
〔受 注 者〕 富士古河E＆C株式会社
〔契 約 額（第二回変更） 〕 337百万円（税込）
〔工事内容〕

管理所の受変電設備、予備発電設備等を設置する。
・受変電設備（高圧受電）
・予備発電設備（２台）
・配電設備（電源切替盤、分電盤）

令和3年10月8日 令和3年10月5日

※令和4年度は、配電設備（堤体建屋）の機器製作・据付を行う。

位置図

前深瀬川

川上ダム

川上川

施工箇所



北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和2年12月2日～令和4年9月30日

〔受 注 者〕 富士通ネットワークソリューションズ株式会社
〔契 約 額（第二回変更） 〕 436百万円（税込）
〔工事内容〕
ダム管理の通信設備を設置する。
・放流警報設備 9箇所、多重無線設備 1式
・移動無線設備 1式、テレメータ設備 1式
・電話交換設備 1式、組立局舎 12箇所

川上ダム通信設備工事

空中線

多重無線設備

テレメータ設備

移動無線設備

電話交換設備
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放流警報設備

放流警報設備設置位置図

令和4年3月29日

令和3年10月13日

令和3年10月8日 令和4年3月29日

令和4年3月29日

令和3年11月11日

※令和4年度は、電話交換設備（電話機、アクセスポイント）
及び組立局舎（流入水バイパス）の機器製作・据付を行う。



猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和3年4月15日～令和4年9月30日
〔受 注 者〕 NECネッツエスアイ株式会社

〔契 約 額（第二回変更） 〕 114百万円（税込）
〔工事内容〕
ダム施設、流入水バイパス施設、ダム下流域の遠方監視用にＣＣＴＶ等を設置する。
・ＣＣＴＶカメラ 11台 ・ネットワークカメラ 17台

川上ダムCCTV設備工事

16

カメラ配置図

CCTVカメラ

カメラ映像

ネットワークカメラ

※令和4年度は、カメラ設備（堤体建屋、流入水バイパス、
下流河川）の機器製作・据付を行う。

令和4年3月29日 令和4年3月29日



猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和2年10月9日～令和9年3月19日（保守含む）

〔受 注 者〕 JRCシステムサービス株式会社
〔契 約 額（第一回変更） 〕 191百万円（税込）
〔工事内容〕
ダム管理用の管理用制御処理設備を設置する。

川上ダム管理用制御処理設備工事

ダム管理用制御処理設備

17

令和4年3月19日 令和4年3月19日

※令和４年度は、機側伝送装置（堤体建屋、
流入水バイパス）の機器製作・据付を行う。

位置図

前深瀬川

川上ダム

川上川

施工箇所



堤内エレベータ設備正面図 堤内エレベータ設備断面図

猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和2年10月7日～令和5年1月31日
〔受 注 者〕 三精テクノロジーズ株式会社
〔契 約 額〕 113百万円（税込）
〔工事内容〕
堤内エレベータを設置する。
・定員15人

※令和4年度は、エレベータ設備の製作・据付を行う。

川上ダム堤内エレベータ設備工事

エレベータイメージ（布目ダム） 18

位置図

前深瀬川

川上ダム

川上川

施工箇所



猫また大橋（H25.12完了）

北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和3年3月13日～令和4年10月31日
〔受 注 者〕 株式会社丸島アクアシステム
〔契 約 額〕 425百万円（税込）
〔工事内容〕
水質保全設備の製作・据付を実施する。
・浅層曝気設備 ４基
・深層曝気設備 ２基
※令和4年度は、給気設備の製作・据付を行う。

川上ダム水質保全設備工事

水質保全設備平面図

浅層曝気設備

深層曝気設備

洪水時最高水位：EL.276.9m ： －

19

令和4年3月10日

令和4年3月10日



北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和3年9月29日～令和4年9月28日
〔受 注 者〕 日本土建株式会社
〔契 約 額〕 329百万円（税込）
〔工事内容〕

堤体建屋6棟を新築する。
（選択取水設備、修理用ゲート設備、水位観測設備、

エレベータ設備、多目的利用室、曝気設備）

川上ダム堤体建屋等新築工事

施工状況写真堤体建屋等設置箇所

20

曝気設備建屋

多目的利用室建屋

修理用ゲート設備建屋

エレベータ設備建屋

選択取水設備建屋

水位観測設備建屋

修理用ゲート設備建屋

多目的利用室建屋

エレベータ設備建屋

選択取水設備建屋

位置図

前深瀬川

川上ダム

川上川

施工箇所



北野トンネル（H24.5完了）

骨材運搬路補修工事

21

骨材運搬路損傷状況

0      1000m

補修全体図

川上ダム

補修区間（復路)

補修区間（往路)

〔工 期〕 令和4年4月2日～令和4年12月27日
〔受 注 者〕 株式会社 大栄
〔契 約 額〕 364百万円（税込）
〔工事内容〕

骨材運搬路（県道、市道、農道）の補修（表層打換、オー
バーレイ）を行う。

・県道補修工 約11,000m2
・市道補修工 約39,000m2
・農道補修工 約39,000m2



北野トンネル（H24.5完了）

〔工 期〕 令和4年5月31日～令和5年1月25日
〔受 注 者〕 京都建物辻正株式会社
〔契 約 額〕 175百万円（税込）
〔工事内容〕

既存宿舎2棟の解体及び管理用宿舎1棟を新築す
る。

川上ダム管理用宿舎新築工事

位置図

22

既存宿舎写真
新築宿舎立面図

川上ダム

伊賀市
(三重県)

名張市
(三重県)

奈良市
(奈良県)

山添村
(奈良県)

施工箇所



北野トンネル（H24.5完了）

23

前深瀬川上流域整備工事

〔工 期〕 令和4年6月2日～令和5年1月17日
〔受 注 者〕 株式会社三和工務店
〔契 約 額〕 178百万円（税込）
〔工事内容〕

流木処理場整備工 土工(切土)、ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装約6,100m2
稲葉橋右岸整備工 土工(盛土) 、ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装約3,700m2 
管理用道路整備工 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装約2,200m2 

流木処理場整備工

稲葉橋右岸整備工

管理用道路整備工

位置図

前深瀬川

川上ダム

川上川

施工箇所



26 【今回報告】コスト縮減項目

報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

R４年度
①骨材運搬路補修
工事

補修範囲精査による縮
減

路面性状調査に基づく補修必要範囲を精査した
結果（関係機関協議含む）、補修必要範囲を縮小
できたことによるコスト縮減

約３９２百万円

以下の通りコスト縮減を意識した事業監理に努めている

24



27

【コスト縮減結果】

骨材運搬路補修工事
補修範囲精査による縮減

25

路面性状調査に基づく補修必要範囲を精査した結果（関係機関協議含む）、補修必要範囲を縮小できたこと
によるコスト縮減。

・補修範囲縮小 約24.5km
・コスト縮減額 約392百万円の縮減

（約16百万円/km×24.5km)

補修区間（復路)

補修区間（往路)

川上ダム

路面性状調査前
（精査前）補修延長※ 約47.3km

路面性状調査後（関係機関協議含む）
（精査後）補修延長※ 約22.8km

※ 補修延長は、両側車線の補修に換算した延長

川上ダム

路面性状測定車



28 【参考】 過年度のコスト増加・縮減項目の合計

過年度コスト増加
（H28～R3年度）

本体工事 ＋約７８７百万円
その他工事・業務 ＋約 ７４百万円

合計 ＋約８６１百万円

過年度コスト縮減
（H28～R3年度）

本体工事 －約３，１９１百万円
その他工事・業務 －約 ４９８百万円

合計 －約３，６８９百万円

26



29 【参考 過年度報告】 コスト増加項目（１／２）

報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 増 加 項 目 具 体 的 内 容 増 加 結 果 な ど

H30年度
①川上ダム本体建設工
事

転流時における生物調査
費用の増

本体建設工事に伴い、転流時に無水となる区間で
実施した生物移転調査の費用のコストの増

約１０百万円

R元年度
②川上ダム本体建設工
事

掘削量、堤体打設コンク
リート量の増

基礎掘削において、ダム基礎地盤として必要な硬
い岩盤を出すために、追加掘削行ったことに伴う掘
削、コンクリート打設費用の増。

約２６０百万円

R2年度
③川上ダム本体建設工
事

基礎地盤処理の増
仕上掘削を行ったところ、低角度割れ目及び断層

が確認されたため、基礎地盤処理（調査・掘削・基
礎処理）が追加になったことに伴う費用の増。

約６０百万円

Ｒ3年度
④川上ダム本体建設工
事

仮設備ヤード地盤改良の
増

仮設備ヤードについて、出水時に基礎地盤が流
出する恐れがあることから地盤改良を行ったことに
伴う費用の増。

約２７百万円

Ｒ3年度
⑤川上ダム本体建設工
事

プレキャスト部材の導入
拡大

プレキャスト部材は、当初において導入することと

していたが、基礎掘削形状の変更等による工程遅
延の懸念及び熟練技術者不足や高所・狭窄部の
施工性・安全性の低下等を踏まえ導入範囲を拡大
した。

約４３０百万円

本体工事分 合計約７８７百万円

（ダム本体工事）

27



30 【参考 過年度報告】 コスト増加項目（２／２）

報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 増 加 項 目 具 体 的 内 容 増 加 結 果 な ど

H28年度
①降下ばいじん等調査
業務

降下ばいじん調査地点の
追加

調査地点について、当初計画の代表地点１地点に
よる測定から２地点による測定に変更したもの。

約２．５百万円のコスト増
加

H28年度
②付替県道青美線第２
工区（その６）工事

転石破砕等の実施

掘削時に当初想定していなかった数多くの転石が
発生したことから転石掘削、巨大転石破砕処理を
行う必要が生じた。
（0m3→約1,000m3）

約５百万円のコスト増加

H28年度
③付替県道青美線第２
工区（その６）工事

仮設法面吹付工の増加

掘削時に岩盤ではなく当初想定していなかった崩
積土が出現し転石も含まれていたことより、降雨時
に崩落が発生しないよう施工時安全対策として仮
設法面吹付工を実施した。
（吹付工：約750m2→約1,500m2)

約６百万円のコスト増加

H29年度
④川上川右岸落石等対
策工事

土砂用アンカーの増加
現地地質状況により、土砂部が増加することによっ
てアンカー材料、施工費等が増加したことによるコ
ストの増加

約２１百万円のコスト増加

H30年度
⑤左岸工事用道路等工
事

仮桟橋削孔費用の増
現地の地質状況により、硬岩部の削孔箇所が増加
することによって施工費等が増加したことによるコ
ストの増加

約１０百万円のコスト増加

H30年度
⑥上川原地区斜面対策
工事

盛土材の改良費用の増
使用する盛土材約８千m3の石灰改良が必要に
なったことによるコストの増加

約２９百万円のコスト増加

その他工事・業務分 合計約７４百万円

（その他工事・業務）
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31 【参考 過年度報告】 コスト縮減項目（１／４）

報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

H29年度
①川上ダム本体建設工
事

施工機械の見直し
地質状況及び掘削形状より、河床部のコンソリ
デーションボーリング機械をロータリー式からパー
カッション式に変更したことによりコストを縮減

約３百万円のコスト縮減

H29年度
②川上ダム本体建設工
事

施工計画の見直し

基礎掘削時の積込機械を大型化し、基礎掘削の施
工サイクルを短縮（4.0m3BH→5.4m3W.L）した。また、
工事全体計画の中で建設発生土受入地の場所を
見直し、建設発生土の運搬距離を短かくしたことに
よりコストを縮減

約７百万円のコスト縮減

H30年度
③川上ダム本体建設工
事

工事契約時の技術提案
によるコスト縮減

工事契約時において、コンクリート打設の主打設設
備の変更提案、i-Constructionの推進等の提案に
よりコストを縮減

約３１．５億円のコスト縮減

H30年度
④川上ダム本体建設工
事

施工計画の見直し
建設発生土受入地の配置を見直し、運搬距離を短
かくしたことによりコストを縮減

約１０百万円のコスト縮減

R元年度
⑤川上ダム本体建設工
事

基礎処理工の施工方法

基礎処理工で行うコンソリデーショングラウチング
の施工方法を、コンクリート打設面より施工するこ
とで足場が必要ない工法（カバーコンクリート）に見
直しによりコストを縮減

約１６百万円のコスト縮減

R3年度
⑥川上ダム本体建設工
事

監査廊内wi-fi環境整備

・監査廊内のwi-fi環境整備を、試験湛水開始時期
から使用出来るようにする計画としていたが、本体
工事の施工期間中から使用出来るように、本体工
事で施工することにした。

前倒しで設置したことにより、内線電話接続、監
査廊内の遠隔臨場が出来るようになり、施工中の
監督業務効率化が可能となった。

約５百万円

（ダム本体工事）

29

ダム本体工事分 合計約３,１９１百万円



32 【参考 過年度報告】 コスト縮減項目（２／４）

報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

H28年度
①上川原地区斜面対策
工事

河床砂礫の有効利用

三重県の工事で発生した河床砂礫を押さえ盛土
の排水材へ流用することで、材料を購入した場合
に比べてコストを縮減した。
（対象土量；約2,300m3）

約１５百万円のコスト縮減

H28年度 ②場内工事用道路工事 現地発生材の有効活用

付替県道（トンネル）工事で発生した岩砕を工事
用道路の路盤材として活用することで、改良土に
比べてコストを縮減した。
（対象土量；約320m3）

約１百万円のコスト縮減

H28年度
③付替県道青美線第２
工区（その６）工事

鉄筋挿入工範囲の縮減
掘削後の法面地質精査により必要範囲を縮減し
た。（618本→600本）

約２百万円のコスト縮減

H28年度
H29年度

④人工巣穴調査業務 調査の直営化

人工巣穴と遡上路のモニタリング（カメラ等による
観察）の技術が習熟化したため、直営で調査を実
施することとした。そのため、業務発注する場合
に比べてコストを縮減

約５百万円のコスト縮減

H29年度
⑤左岸工事用道路等工
事

現地発生材の有効活用

付替県道（トンネル）工事で発生した岩砕を工事
用道路の路盤材として活用することで、購入材の
使用に比べてコストを縮減
（対象土量；約570m3）

約２百万円のコスト縮減

H29年度
⑥付替県道青美線照明
設備工事

LED照明の採用
（ライフサイクルコストによ
る縮減）

LED照明を採用することで、従来のセラミックメタ
ルハライドランプと比較検討した結果、初期費用
＋維持・更新費用としてコストを縮減

約５百万円のコスト縮減

H30年度
⑦左岸工事用道路等工
事

盛土仕様の見直し及び盛
土計画の変更

ダム本体工事の施工計画に合わせた盛土仕様
の変更（路体→整地）(２８千m3)及び盛土計画の
変更(数量減)（１００千m3)によりコストを縮減

一部盛土材料の改良を実施しコストが増大。

約１８百万円のコスト縮減

（その他工事・業務）

30



33

報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

H30年度
⑧岡部地区斜面対策工
事

不安定化懸念斜面対策
工設計の見直し

高品質ボーリングを実施し基盤岩と崖錐堆積物境
界に不安定化の要因となる粘土層や地すべりの痕
跡等がないことを確認。対策工範囲及び規模を縮小
するとともに対策工法を変更したことによりコストを縮
減

約１７８．５百万円のコスト縮
減

H30年度
⑨前深瀬川右岸（ＭＲ－
４）斜面対策工事（仮称）

不安定化懸念斜面対策
工設計の見直し

高品質ボーリングを実施し基盤岩と崖錐堆積物境
界に不安定化の要因となる粘土層や地すべりの痕
跡等がないことを確認。対策工を不要としたことによ
りコストを縮減

約１０２百万円のコスト縮減

H30年度
⑩川上ダム取水放流設
備工事

選択取水ゲート予備動
力の新技術採用

ワイヤロープウインチ式の予備動力は、従来は予
備電動機＋現場に設置する予備発電機としていた
が、新技術である予備油圧モータ＋緊急油圧装置
（エンジン駆動）を採用することによりコストを縮減

約３７百万円のコスト縮減

H30年度
⑪川上ダム取水放流設
備工事

選択取水設備最低水位
付近の呑口高さ見直し

最低水位付近の取水呑口高さを5mとしていたが、
運用の見直しを行い不特定補給量が確保できる呑
口高さ3.8mに見直すことで、当初計画より扉体高さ
1.2m減、戸当り延長1.5m減、スクリーン延長1.2m減と
したことによりコストを縮減

約９百万円のコスト縮減

H30年度
⑫川上ダム常用洪水吐き
設備工事

常用洪水吐き設備修理
用ゲート扉体形式変更

修理用ゲートの扉体形式は、従来は流水遮断機能
を有したローラゲートを採用していたが、流水遮断方
法・構造の見直しを行い、流水遮断機能を有しない
スライドゲートとし、かつ、主ゲートに自重降下による
流水遮断機能を具備させることによりコストを縮減

約１３．２百万円のコスト縮減

R元年度
⑬流入水バイパス設備工
事

配管計画見直し及びコン
クリート架台設置取り止
め

流入水バイパスの配管計画について、概略設計に
おいて検討していたダム堤体付近の配管計画を見
直し、コンクリート架台の設置を取り止めたことにより
コストを縮減。

約１３百万円のコスト縮減

【参考 過年度報告】 コスト縮減項目（３／４）
（その他工事・業務）
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報 告
年 度

工 事 名 コ ス ト 縮 減 項 目 具 体 的 内 容 縮 減 結 果 な ど

R元年度
⑭川上ダム管理用水力
発電設備工事

機器構成の見直し
両掛水車形式の採用により発電機を共有することで、
発電機２台構成時に比べてコストを縮減。

約４０百万円のコスト縮減

R元年度
⑮川上ダム電源設備工
事

予備発電機形式見直し 予備発電機形式見直しによりコストを縮減。 約４百万円のコスト縮減

R元年度 ⑯反射板設置工事 既設反射板の流用
既設反射板の角度調整を実施して流用することで、
新設反射板に要する用地取得費、反射板建設費用
のコストを縮減した。

約２３百万円のコスト縮減

R2年度
⑰川上ダム通信設備工
事

多重無線装置の既設流
用

既設多重無線装置の規格が適合し、耐用年数が十
分あることから、流用することによりコストを縮減

約２０百万円のコスト縮減

R2年度
⑱前深瀬川左岸斜面対
策工事

不安定化懸念斜面対策
工の見直し

現河道内での施工は、河川の切り回しや環境調査
等が必要になるため、対策工法を変更したことによ
るコストを縮減

約１０百万円のコスト縮減

その他工事・業務分 合計約４９８百万円

【参考 過年度報告】 コスト縮減項目（４／４）
（その他工事・業務）
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